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第
四
十
二 

  
 

森
村
商
事 

   
 
 
 
 

一 
  

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
万
国
博
覧
会
と
い
う
も

の
で
あ
る
。 

 

わ
れ
わ
れ
に
は
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
）
に
大
阪
・
千
里
丘

で
開
か
れ
た
「
万
博
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
岡
本
太
郎
の
作
に
な

る
太
陽
の
塔
が
そ
び
え
、
参
加
国
ご
と
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
立
ち
並
び
、

ア
ポ
ロ
十
一
号
が
持
ち
帰
っ
た
月
の
石
が
展
示
さ
れ
た
。
著
名
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
に
身
を
包
ん
だ
案
内
係
を
「
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
」
と
呼
ぶ
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
知
っ
た
。 

 

そ
の
と
き
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
だ
っ
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
加
担
し
、
公
害
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
放
置
し
て

い
る
日
本
政
府
が
そ
う
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
と
は
何
ご
と
で
あ
る

か
、
と
憤
慨
し
つ
つ
、
真
夏
の
炎
天
下
、
広
大
な
会
場
を
見
て
歩
い

た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。 

 

こ
う
い
う
統
一
テ
ー
マ
形
式
に
な
っ
た
の
は
第
二
次
大
戦
を
は
さ

む
十
八
年
の
空
白
を
隔
て
、
一
九
五
八
年
四
月
に
再
開
さ
れ
た
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
万
博
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
一
八
五
一
年
に
ロ
ン

ド
ン
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
で
開
か
れ
た
第
一
回
万
国
大
博
覧
会
か
ら
一

貫
し
て
、
と
も
か
く
各
国
が
一
押
し
二
押
し
の
産
品
を
出
展
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
輸
出
振
興
を
図
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
。 

 

第
一
回
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
統
治
す

る
大
英
帝
国
全
盛
の
時
期
で
あ
り
、
日
本
は
嘉
永
四
年
、
す
な
わ
ち

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
ペ
リ
ー
提
督
来
航
の
二
年
前
に
当
た
る
。

二
十
五
か
国
の
参
加
で
始
ま
っ
た
万
博
は
回
を
追
う
ご
と
に
規
模
を

拡
大
し
、
日
本
が
初
め
て
出
展
し
た
の
は
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博

だ
っ
た
。 

 

幕
府
は
将
軍
慶
喜
の
実
弟
で
あ
る
徳
川
武
昭
を
団
長
と
す
る
使
節

団
を
送
り
、
大
仏
の
ハ
リ
ボ
テ
や
薩
摩
、
鍋
島
の
陶
器
を
出
展
し
た
。

そ
れ
以
前
に
も
浮
世
絵
が
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
人
の
興
味
を
集

め
て
い
た
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ブ
レ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
。 

 

森
村
は
欧
米
人
が
喜
び
そ
う
な
品
物
を
探
し
て
、
全
国
を
回
っ
た
。

日
本
人
の
目
で
「
こ
れ
こ
そ
日
本
的
」
と
い
う
物
は
選
ば
な
か
っ
た
。

反
対
に
日
本
人
が
眉
を
顰
め
る
ほ
ど
ゴ
テ
ゴ
テ
し
た
、
金
ぴ
か
の
陶

器
や
蒔
絵
が
売
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
職
人
た
ち
に
細
か
く
注
文
を
出

し
て
、
輸
出
用
の
「
日
本
」
を
作
り
上
げ
た
。
な
か
に
は
中
国
風
の

意
匠
を
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
商
品
も
あ
っ
た
。
初
期
の
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
原
点
は
森
村
市
太
郎
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。 

 

始
め
は
横
浜
に
住
む
欧
米
の
貿
易
商
を
通
じ
て
商
売
を
し
た
。
だ
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が
、
そ
れ
で
は
利
が
薄
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
六
番
街
に
支
店

「
日
ノ
出
商
会
」
を
出
し
た
の
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
海
外
に
事
業
拠
点
を
開
い
た
最
初
の
企
業
で
は
な
か
っ
た

か
。 

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
は
、
貿
易
事
業
に
本

腰
を
入
れ
る
た
め
、
こ
の
年
三
月
に
「
森
村
組
」
を
合
資
会
社
に
改

組
し
た
一
環
だ
っ
た
。
森
村
は
海
外
諸
国
と
の
交
易
を
創
業
す
る
精

神
を 

 

四
海
兄
弟
、
万
国
平
和
、
共
同
幸
福
、
正
義
人
道
の
た
め
の
志
願
者

の
事
業
と
決
心
し
創
立
せ
し
社
中
な
り 

  

と
述
べ
、
次
の
五
か
条
を
も
っ
て
社
訓
と
し
た
。 

  

一
、
私
利
を
願
は
ず
一
身
を
犠
牲
と
し
後
世
国
民
の
発
達
す
る
を 

 
 
 

目
的
と
す
。 

 

一
、
至
誠
真
実
を
旨
と
し
約
束
を
違
え
ざ
る
事
。 

 

一
、
嘘
言
、
慢
心
、
怒
、
驕
、
怠
を
慎
む
事
。 

 

一
、
身
を
汚
す
な
か
れ
、
朋
友
は
肉
身
よ
り
大
切
な
り
。
和
合
共 

 
 
 

力
す
る
功
果
、
金
銭
な
ど
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。 

 
 

永
久
の
霊
友
也
。 

 

一
、
神
の
道
を
信
じ
万
事
を
経
営
す
る
自
覚
を
確
信
す
可
し
。 

 

上
記
の
条
鉄
石
心
を
以
て
確
守
し
一
身
を
守
り
世
の
光
と
成
る
可

し
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
筆
者
注
：
共
力
＝
協
力
、
功
果
＝
効
果
） 

  

彼
は
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
者
で
も
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

合
資
会
社
へ
の
改
組
を
機
に
、
市
太
郎
は
東
京
・
銀
座
四
丁
目
に

本
社
を
開
設
し
た
。
同
時
に
十
五
歳
年
少
の
異
母
弟
・
豊
（
と
よ
）

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
し
、
自
ら
が
仕
入
れ
た
蒔
絵
や
印
籠
な
ど

を
ア
メ
リ
カ
で
販
売
し
た
。
設
立
か
ら
十
五
年
後
の
一
八
九
一
年

（
明
治
二
十
四
）
に
は
年
間
売
上
高
が
二
十
万
円
を
超
え
、
傘
下
に

森
村
銀
行
を
持
つ
財
閥
的
な
事
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
。 

 

森
村
市
太
郎
と
い
う
人
は
、
商
売
が
う
ま
い
と
か
損
得
勘
定
に
高

い
と
か
で
な
く
、
発
想
が
ユ
ニ
ー
ク
で
新
奇
性
に
富
ん
で
い
た
。
新

し
い
も
の
が
好
き
で
、
こ
と
に
実
用
に
立
つ
も
の
に
興
味
を
惹
か
れ

た
ら
し
い
。 

 
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）、
森
村
は
二
人
の
息
子
（
明
六
、

開
作
）
の
た
め
に
、
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
に
出
向
い
て
ア
メ
リ
カ

の
ゴ
ー
マ
リ
ー
＆
ジ
ェ
フ
リ
ー
社
製
の
「
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
」
を
購

入
し
た
。
前
輪
が
大
き
く
、
後
輪
が
極
端
に
小
さ
な
自
転
車
で
、
そ

の
形
状
か
ら
「
だ
る
ま
自
転
車
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
現
在
の
乗
用
車
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よ
り
は
る
か
に
高
価
で
珍
し
か
っ
た
。 

 
二
人
の
息
子
は
こ
れ
で
東
京
・
三
田
の
慶
應
義
塾
大
学
に
通
い
、

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
の
夏
に
は
東
海
道
走
破
ま
で
や
っ
た
。

市
太
郎
は
息
子
た
ち
に
、
そ
う
い
う
挑
戦
的
な
行
動
を
促
し
て
い
た

節
が
あ
る
。 

 

明
六
、
開
作
の
兄
弟
は
大
学
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
相
次
い
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
た
。
二
人
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
じ
て
、
森
村
組
の
将
来
を
担
う
べ
く
帝
王
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な

る
。 

  

順
風
満
帆
に
見
え
た
森
村
組
だ
っ
た
が
、「
好
事
魔
多
し
」
の
こ

と
わ
ざ
通
り
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
）、
跡
継
ぎ
で
あ
る
明

六
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
病
没
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
明
六
の
死
か
ら
五
十
六
日
後
、
今
度
は
創
業
以
来
唇
歯

の
関
係
に
あ
っ
た
弟
・
豊
が
世
を
去
る
と
い
う
不
幸
が
出
来
し
た
。 

 

市
太
郎
は
大
い
に
落
ち
込
み
、
事
業
に
対
す
る
意
欲
を
失
い
か
け

た
。
多
く
の
人
が
同
情
の
言
葉
を
か
け
る
中
で
、
福
沢
諭
吉
は
声
を

荒
げ
て
「
へ
こ
た
れ
る
な
」
と
激
励
し
た
。 

 

こ
の
一
言
が
市
太
郎
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
た
。 

 

こ
の
こ
ろ
森
村
の
関
心
は
、
白
磁
の
陶
器
に
移
っ
て
い
た
。
パ
リ

で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
脚
光
を
浴
び
た
白
磁
の
大

皿
を
日
本
で
作
れ
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
。 

 

と
こ
ろ
が
陶
器
と
い
う
も
の
は
、
中
世
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
・

朝
鮮
の
陶
工
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
工
法
や
釉
薬
の
組
成
な
ど

が
門
外
不
出
の
秘
伝
と
さ
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
そ
れ
を
遠
い
ア
ジ
ア
の
外
国
人
に
教
え
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
話
で
は
な
か
っ
た
。 
 

そ
こ
で
森
村
は
巨
費
を
投
じ
て
日
本
か
ら
陶
工
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

派
遣
し
、
工
房
に
入
れ
て
工
法
を
学
ば
せ
、
帰
国
す
る
の
を
待
っ
て

試
作
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
た
。
人
が
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
の

だ
か
ら
時
間
が
か
か
る
。 

 

し
か
も
作
ろ
う
と
い
う
の
は
直
径
三
十
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
皿
で

あ
る
。
用
途
は
単
品
の
工
芸
品
で
な
く
、
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
で
あ
る

た
め
焼
成
が
均
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
か
製
品
化
の
め
ど

を
つ
け
る
の
に
二
十
余
年
と
い
う
時
間
を
要
し
た
。 

 

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）、
愛
知
県
名
古
屋
市
則
武
に
「
日

本
陶
器
合
名
会
社
」
を
設
立
し
た
。
日
本
陶
器
が
生
産
す
る
ボ
ー

ン
・
チ
ャ
イ
ナ
は
、
所
在
地
の
名
を
取
っ
て
「
ノ
リ
タ
ケ
」
の
ブ
ラ

ン
ド
が
付
け
ら
れ
た
。
現
在
の
ノ
リ
タ
ケ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
リ
ミ
テ

ッ
ド
で
あ
る
。 

 
名
古
屋
ド
ー
ム
球
場
が
建
設
さ
れ
た
と
き
、
偶
然
、
同
社
の
発
足

を
明
記
し
た
陶
板
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
陶
板
に
は
筆
書
き
で
次

の
よ
う
な
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。 
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森
邨
組
創
立
己
來
日
本
陶
器
之
完
全
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
慨
シ
改
良
ノ
爲
メ

ニ
盡
瘁
ス
ル
事
己
ニ
二
十
有
餘
年
今
ヤ
我
陶
器
ヲ
シ
テ
歐
洲
ノ
精
品

ニ
比
肩
セ
シ
メ
益
完
美
域
ニ
進
メ
以
我
國
貿
易
ヲ
隆
盛
ナ
ラ
シ
メ
ン

ガ
爲
メ
茲
ニ
日
本
陶
器
合
名
會
社
ヲ
設
立
ス
誓
テ
至
誠
事
ニ
当
タ
リ

以
テ
素
志
ヲ
貫
徹
シ
永
遠
ニ
國
利
民
福
ヲ
圖
ル
事
ヲ
期
ス 

 
 
 
 

明
治
三
十
七
年
一
月
一
日 

 
 

森
村
市
左
衛
門 
大
倉
孫
兵
衛 

廣
瀬
実
栄 

村
井
保
固 

 
 

大
倉
和
親 

飛
鳥
井
孝
太
郎 

  

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
七
月
に
欧
州
で
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃

発
す
る
と
、
欧
州
か
ら
の
輸
入
が
途
絶
し
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
ボ
ー
ン

チ
ャ
イ
ナ
の
注
文
が
殺
到
し
た
。
同
社
が
苦
労
の
末
に
完
成
さ
せ
た

白
磁
の
大
皿
は
、
ピ
ー
ク
時
に
十
万
セ
ッ
ト
を
輸
出
し
た
と
い
わ
れ

る
。
輸
出
だ
け
で
な
く
、
皇
室
や
外
務
省
、
海
軍
、
帝
国
ホ
テ
ル
、

精
養
軒
な
ど
に
採
用
さ
れ
、
三
越
百
貨
店
で
も
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

 

ま
た
国
内
に
お
け
る
重
工
業
の
隆
盛
で
電
力
の
需
要
が
急
増
し
、

芝
浦
製
作
所
な
ど
か
ら
陶
製
絶
縁
体
（
碍
子
：
が
い
し
）
の
大
量
注

文
が
相
次
い
だ
。
加
え
て
近
代
住
宅
の
ブ
ー
ム
で
衛
生
陶
器
（
便
器
）

の
需
要
も
高
ま
り
、
日
本
陶
器
は
空
前
の
好
業
績
が
続
い
て
い
た
。 

 

こ
れ
に
対
応
し
て
個
別
の
専
門
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
東

洋
陶
器
、
日
本
碍
子
、
日
本
特
殊
陶
業
な
ど
で
あ
り
、
資
金
援
助
な

ど
で
関
係
を
強
め
た
の
が
伊
那
製
陶
所
、
日
本
陶
器
か
ら
分
社
し
て

い
っ
た
の
が
帝
国
製
陶
で
あ
る
。
日
本
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
産
業
は
、
す

べ
て
森
村
市
太
郎
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

森
村
市
太
郎
に
つ
い
て
、
余
録
を
記
し
て
お
く
。 

 

事
業
家
と
し
て
の
評
価
が
高
く
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
に

日
銀
監
事
に
任
命
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
八
五
年
五
月
、
と
き
の

工
部
卿
・
佐
々
木
高
行
に
宛
て
て
「
電
話
会
社
創
立
ノ
義
ニ
付
請
願
」

を
提
出
し
た
。
渋
澤
栄
一
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

一
八
八
八
年
に
は
日
本
商
工
会
議
所
の
創
設
に
参
加
、
ほ
ぼ
同
じ

時
期
に
甲
武
鉄
道
（
の
ち
中
央
線
、
南
武
線
、
横
浜
線
）
の
建
設
を

実
現
し
、
富
士
製
紙
の
設
立
や
富
士
紡
績
の
再
建
に
も
尽
力
し
て
い

る
。
経
営
の
再
建
に
成
功
し
た
富
士
紡
績
は
、
ほ
と
ん
ど
無
償
で
尽

力
し
て
く
れ
た
恩
に
報
い
る
た
め
、 

 

「
せ
め
て
会
社
の
前
に
か
か
る
橋
に
お
名
前
を
残
し
た
い
」 

 
と
願
っ
た
が
、
森
村
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。 

 
―
―
私
利
を
願
は
ず
。 

 
の
精
神
を
示
す
白
眉
は
、
北
里
柴
三
郎
の
た
め
に
東
京
・
白
金
三

光
町
に
建
設
し
た
「
土
筆
岡
養
生
園
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
施
設
は
国

内
初
の
近
代
的
な
結
核
診
療
所
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。 
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北
里
柴
三
郎
は
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
、
細
菌
学
と
伝
染
病
に
関
す

る
研
究
者
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
知
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら
細
菌
学
研
究
所
長
へ
の
就
任
要
請
を
受
け
た

が
、
北
里
は
、 

 

「
自
分
は
日
本
の
公
衆
衛
生
の
向
上
に
尽
く
し
た
い
」 

 

と
、
そ
の
招
請
を
断
わ
っ
た
。 

 

一
八
九
二
年
に
帰
国
し
た
北
里
に
、
日
本
国
政
府
は
冷
淡
だ
っ
た
。 

 

内
務
省
へ
の
復
職
も
認
め
ら
れ
ず
、
研
究
所
設
立
の
要
望
も
無
視

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

内
務
省
衛
生
局
長
だ
っ
た
長
与
専
斎
が
、
こ
の
話
を
親
友
の
福
沢

諭
吉
に
伝
え
た
。
同
情
と
義
憤
に
駆
ら
れ
た
福
沢
は
、
東
京
・
芝
公

園
内
に
あ
っ
た
自
分
の
土
地
に
研
究
所
を
建
て
、
北
里
に
無
償
で
提

供
し
た
。
市
左
衛
門
は
こ
の
と
き
、
研
究
用
の
器
具
な
ど
を
購
入
す

る
費
用
と
し
て
一
千
円
を
寄
付
し
て
い
る
。 

 

だ
け
で
な
く
、
諭
吉
と
市
左
衛
門
は
北
里
に
、 

 

―
―
結
核
を
治
療
す
る
療
養
所
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。 

 

と
勧
め
た
。 

 

た
ま
た
ま
白
金
三
光
町
に
諭
吉
個
人
所
有
の
土
地
が
あ
っ
た
。
諭

吉
と
市
左
衛
門
が
資
金
を
折
半
で
負
担
し
、
翌
九
三
年
九
月
、
諭
吉

命
名
に
よ
る
「
土
筆
岡
養
生
園
」
が
開
所
し
た
。
森
村
組
が
拠
出
し

た
の
は
五
千
円
に
及
ん
で
い
た
。
現
在
、
そ
の
跡
地
に
北
里
研
究
所

付
属
病
院
が
建
っ
て
い
る
。 

 

明
治
の
成
功
者
が
一
様
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
森
村
も
人
材

の
育
成
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。 

 

日
本
陶
器
に
夜
学
校
を
設
け
て
従
業
員
の
教
育
を
行
い
、
先
に
逝

っ
た
長
男
明
六
、
異
母
弟
豊
の
名
を
取
っ
た
「
森
村
豊
明
会
」
を
通

じ
て
日
本
女
子
大
や
三
輪
田
学
園
、
高
千
穂
学
園
、
慶
応
義
塾
、
早

稲
田
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
北
里
研
究
所
な
ど
に
多
額
の
寄
付
を

行
っ
て
い
る
。 

 

女
性
の
知
徳
教
育
を
図
る
べ
く
自
ら
理
事
長
と
な
っ
て
力
を
注
い

だ
遺
産
は
、
現
在
も
横
浜
市
長
津
田
の
森
村
学
園
に
引
き
継
が
れ
、

豊
明
会
も
ま
た
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

 

の
ち
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
、
一
九
一
九
年
没
。
八
十
一
歳
だ
っ
た
。

岩
崎
、
浅
野
、
川
崎
、
古
河
と
い
っ
た
大
事
業
家
の
少
な
か
ら
ず
が

「
政
商
」
と
称
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
成
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
「
紳
商
」
の
文
字
が
供
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
り
森
村

の
み
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

〝
中
興
の
祖
〞
と
い
う
べ
き
森
村
市
太
郎
が
没
し
た
あ
と
、
社
長

に
就
任
し
た
の
は
次
男
の
開
作
、
す
な
わ
ち
七
代
目
市
左
衛
門
で
あ

る
。 

 

七
代
目
市
左
衛
門
は
兄
・
明
六
と
同
じ
く
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
、
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一
八
九
三
年
に
渡
米
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
勤
務
し
た
。
帰
国
後
、
後
継
者
と
し
て
重
き
を

な
し
、
六
代
目
市
左
衛
門
の
晩
年
は
実
質
的
に
森
村
組
の
経
営
に
当

た
っ
た
。 

 

一
九
一
七
年
五
月
に
衛
生
陶
器
部
門
を
分
離
し
て
「
東
洋
陶
器
」

を
設
立
し
た
。
森
村
組
を
「
株
式
会
社
森
村
商
事
」
に
改
組
し
た
の

は
七
代
目
で
あ
る
。 

 

実
用
に
適
し
た
新
し
も
の
好
き
と
い
う
点
で
、
六
代
目
と
七
代
目

は
共
通
し
て
い
る
。
や
や
異
な
る
の
は
七
代
目
が
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
だ
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。 

 

彼
は
日
本
で
初
期
の
自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
日
本
自
動
車
倶

楽
部
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
最
初
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

だ
っ
た
。
ま
た
六
代
目
と
同
じ
よ
う
に
、
決
断
が
早
か
っ
た
。 

 

六
代
目
が
没
し
た
一
九
一
九
年
に
碍
子
部
門
を
分
離
し
て
「
日
本

碍
子
」「
大
倉
陶
園
」
を
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
四
）
二
月
に

「
伊
奈
製
陶
」、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
九
月
に
「
日
東
石
膏
」

「
日
本
特
殊
陶
業
」「
共
立
原
料
」
な
ど
を
設
立
し
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
流
の
事
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
前
節
で
筆
者
は
、 

 

―
―
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ボ
ー
ン

チ
ャ
イ
ナ
の
注
文
が
殺
到
し
た
。 

 

と
い
う
こ
と
を
書
い
た
。 

 

日
本
陶
器
は
注
文
に
応
じ
て
多
品
種
少
量
の
高
級
陶
器
を
生
産
し

て
い
た
た
め
、
伝
票
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
処
理
す
る

た
め
に
雇
っ
て
い
た
ソ
ロ
バ
ン
部
隊
は
、
平
常
時
で
も
百
人
、
ピ
ー

ク
時
は
二
百
五
十
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。 

こ
の
た
め
同
社
は
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）、
増
大
す
る
一
方
の

伝
票
の
処
理
を
機
械
化
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
翌
二
三
年
十
月
に
取

締
役
の
加
藤
理
三
郎
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
派
遣
し
た
。 

 

『
森
村
一
〇
〇
年
史
』
は
こ
う
記
す
。 

 

日
本
陶
器
㈱
で
は
デ
ィ
ナ
ー
・
セ
ッ
ト
が
加
わ
っ
て
、
そ
の
生
産
管

理
は
き
わ
め
て
複
雑
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
大
戦
の
反
動
不

況
で
生
産
コ
ス
ト
の
切
り
下
げ
が
要
望
さ
れ
、
担
当
者
の
苦
労
は
並

み
た
い
て
い
で
は
な
か
っ
た
。
常
時
一
〇
〇
名
を
超
す
そ
ろ
ば
ん
係

の
女
子
が
懸
命
の
努
力
を
続
け
た
が
、
な
ん
と
し
て
も
計
算
が
追
い

つ
か
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
加
藤
を
合
理
化
の
進
ん

だ
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。 

  
高
橋
二
郎
を
は
じ
め
と
す
る
学
識
者
の
啓
蒙
活
動
や
国
勢
院
で
の

実
用
結
果
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
事
務
所
を
構
え
る
モ
リ
ム

ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら
入
っ
て
く
る
ア
メ
リ
カ
の
最

新
事
情
な
ど
か
ら
、
日
本
陶
器
は
パ
ン
チ
カ
ー
ド
型
統
計
会
計
機
械

装
置
の
有
用
性
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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そ
れ
に
し
て
も
、
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
陶
器
会
社
が
、
現
在

の
貨
幣
に
換
算
し
て
数
億
円
に
も
相
当
す
る
、
し
か
も
操
作
方
法
が

全
く
分
か
ら
な
い
近
代
機
械
装
置
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
の
だ
か
ら
、

勇
断
と
い
う
ほ
か
な
い
。 
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〜
〜 

 

輸
出
用
の
陶
器 

そ
の
代
表
格
は
薩
摩
錦
手
の
皿
や
碗
、
有
田
・
九
谷
の
大

型
香
壷
で
あ
る
。
香
壷
は
本
来
、
香
木
を
湿
気
か
ら
防
ぐ
た
め
の
陶
器
だ
っ

た
が
、
明
治
初
年
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
、
次
第
に
大
型
化
し
た
。

天
井
が
高
い
宮
殿
な
ど
に
飾
る
に
は
巨
大
な
壷
で
な
い
と
目
立
た
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
森
村
は
同
じ
よ
う
な
陶
器
や
蒔
絵
を
横
浜
で
作
ら
せ
て
せ
っ

せ
と
輸
出
し
た
。「
ヨ
コ
ハ
マ
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
。 

森
村 

豊 

も
り
む
ら
・
と
よ
／
１
８
５
４
〜
１
８
９
９
。
五
代
目
市
左
衛

門
と
後
妻
も
と
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
慶
應
義
塾
を
出
て
助
教
を
務
め
て

い
た
。
一
八
七
六
年
、
福
沢
諭
吉
ら
が
内
務
省
と
共
同
で
実
施
し
た
「
米
国

商
法
実
習
生
」
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
と
き
市
太
郎
は
妻
と
め
の
嫁
入
り
道
具

だ
っ
た
和
服
な
ど
を
売
却
し
て
異
母
弟
ら
五
人
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
出
し
た
。

豊
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
共
同
の
下
宿
生
活
を
送
り
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
商
業
学

校
を
三
か
月
で
卒
業
し
た
。 

 

日
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
刀
剣
や
古
美
術
品
、
陶
器
な
ど
は
仕
入
値
の
何

倍
で
も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
が
、
為
替
制
度
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

市
太
郎
と
豊
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
そ
れ
ぞ
れ
資
金
繰
り
に
奔
走
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
市
太
郎
は
の
ち
、「
森
村
組
の
事
業
は
実
に
弟
が
土
台
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
弟
が
い
な
け
れ
ば
今
日
の
よ
う
な
好
結

果
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。 

森
村
の
事
業
グ
ル
ー
プ 

陸
運
、
開
運
、
金
融
、
養
蚕
、
貿
易
な
と
多
岐
に

渡
っ
て
い
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
は
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
、
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
日
本
ガ
イ
シ
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
、
日
本
特
殊
陶
業
、
共
立
マ
テ
リ
ア
ル
、

大
倉
陶
園
、
森
村
商
事
な
ど
が
「
森
村
グ
ル
ー
プ
」
を
構
成
し
て
い
る
。 

明
治
二
十
四
年
の
二
十
万
円 

ほ
ぼ
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
鹿
鳴
館
の
総
工

費
が
十
八
万
円
だ
っ
た
。
現
在
の
貨
幣
価
値
に
す
る
と
四
十
億
―
五
十
億
円

と
さ
れ
る
が
、
人
件
費
を
勘
案
し
て
当
時
と
同
じ
工
法
で
鹿
鳴
館
を
再
建
す

る
と
す
れ
ば
、
二
百
億
円
以
上
の
予
算
を
見
積
も
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー 

前
輪
が
極
端
に
大
き
く
、
そ
の
前
輪
の
上
に
座
っ
て
ペ

ダ
ル
を
漕
ぐ
形
式
の
自
転
車
。「
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
」
は
英
国
の
呼
称
で
、
米

国
で
は
「
ウ
ィ
ー
ラ
ー
」
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
一
緒
に
発
注
し
た
の
は
中
上

川
次
郎
吉
（
三
井
財
閥
）、
日
比
谷
新
次
郎
（
鐘
ケ
淵
紡
績
）、
岩
谷
鷹
蔵
（
天

狗
煙
草
本
舗
）、
古
河
虎
之
助
（
古
河
鉱
業
）、
山
口
勝
蔵
（
機
械
商
）、
吉
田

眞
太
郎
（
吉
田
組
）
な
ど
で
、
計
十
二
台
だ
っ
た
。
吉
田
眞
太
郎
が
の
ち
に

双
輪
商
会
を
設
立
し
、
日
本
で
初
の
オ
ー
ト
バ
イ
（
自
動
自
転
車
）「
ト
ー
マ

ス
号
」
を
発
売
し
た
。 

オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
で
の
東
海
道
走
破 

現
存
す
る
写
真
を
見
る
と
、
市
太
郎

が
購
入
し
た
「
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
」
に
ゴ
ム
の
タ
イ
ヤ
は
付
い
て
い
な
い
。

二
人
の
息
子
は
こ
の
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
が
自
慢
だ
っ
た
。
大
学
が
夏
休
み
に

入
っ
た
の
を
い
い
こ
と
に
、
兄
弟
は
「
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
で
東
海
道
を
走
破

し
よ
う
」と
思
い
立
っ
た
。神
戸
ま
で
汽
車
で
行
き
、帰
路
は
野
宿
を
し
た
。 

 

父
親
の
許
可
を
得
た
二
人
は
意
気
揚
々
と
出
発
し
、
途
中
、
伊
吹
山
の
峠

で
や
や
難
儀
を
し
た
も
の
の
、
何
と
か
興
津
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
残
す
は

箱
根
越
え
で
あ
る
。早
朝
に
興
津
を
発
ち
三
島
を
通
過
し
た
の
は
午
後
三
時
、

箱
根
の
坂
に
取
り
付
い
た
こ
ろ
に
は
日
が
暮
れ
、
お
ま
け
に
激
し
い
雷
雨
に

見
舞
わ
れ
た
。そ
こ
で
二
人
は
駕
籠
屋
を
雇
っ
て
後
ろ
か
ら
押
し
て
も
ら
い
、

下
り
は
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
に
ロ
ー
プ
を
結
ん
で
後
ろ
か
ら
引
っ
張
っ
て
も
ら

っ
た
。
駕
籠
か
き
を
ブ
レ
ー
キ
代
わ
り
に
し
た
の
で
あ
る
。
や
っ
と
の
思
い

で
箱
根
の
湯
本
に
到
着
し
た
の
は
、
夜
の
九
時
過
ぎ
だ
っ
た
―
―
と
い
う
こ

と
を
、
森
村
開
作
が
雑
誌
『
輪
友
』
に
楽
し
か
っ
た
少
年
時
代
の
思
い
出
話
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と
し
て
語
っ
て
い
る
。 

名
古
屋
ド
ー
ム
球
場 

工
事
は
一
九
九
四
年
八
月
か
ら
始
ま
り
、
一
九
九
七

年
二
月
に
竣
工
し
た
。 

大
倉
孫
兵
衛 

お
お
く
ら
・
ま
ご
べ
え
／
１
８
４
３
〜
１
９
２
１
。
四
谷
伝

馬
町
で
絵
草
紙
屋
「
萬
屋
」
を
営
ん
で
い
た
。
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
で
浮

世
絵
や
絵
草
紙
を
売
り
、
舶
来
品
を
江
戸
で
売
っ
た
。
そ
こ
で
森
村
市
太
郎

と
知
り
合
い
、
市
太
郎
の
異
母
妹
ふ
じ
と
結
婚
し
た
。 

村
井
保
固 

む
ら
い
・
や
す
か
た
／
１
８
５
４
〜
１
９
３
６
。
慶
應
義
塾
で

学
び
、
森
村
組
に
入
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
で

森
村
豊
の
片
腕
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。 

大
倉
和
親 

お
お
く
ら
・
か
ず
ち
か
／
１
８
７
５
〜
１
９
５
５
。
大
倉
孫
兵

衛
の
長
男
。
慶
應
義
塾
を
出
て
森
村
組
に
入
り
、
モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

を
経
て
日
本
陶
器
合
名
会
社
の
代
表
社
員
と
な
っ
た
。
の
ち
日
本
陶
器
、
東

洋
陶
器
、
日
本
碍
子
、
伊
奈
製
陶
の
社
長
と
な
っ
た
。 

飛
鳥
井
孝
太
郎 

あ
す
か
い
・
こ
う
た
ろ
う
／
１
８
６
７
〜
１
９
２
７
。
東

京
工
業
学
校
（
の
ち
東
京
工
業
大
学
）
の
陶
器
玻
璃
工
科
を
出
て
同
志
社
波

理
須
化
学
校
（
の
ち
同
志
社
大
学
理
工
学
部
）
教
授
を
経
て
森
村
組
に
入
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
歴
訪
後
、
日
本
陶
器
の
技
師
長
と
な
り
、
一
九
一

一
年
名
古
屋
・
千
種
に
帝
国
製
陶
（
の
ち
鳴
海
製
陶
）
を
設
立
し
た
。 

甲
武
鉄
道 

東
京
・
銀
座
界
隈
の
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
政
府
に
請
願
し
、

民
間
資
力
を
も
っ
て
一
八
八
九
年
に
新
宿
―
八
王
子
間
が
開
通
し
た
。
そ
の

後
、青
梅
―
八
王
子
、八
王
子
―
横
浜
、立
川
―
川
崎
間
が
開
通
し
て
い
る
。

八
王
子
に
集
積
さ
れ
た
生
糸
と
木
材
を
東
京
、
横
浜
に
輸
送
す
る
の
が
目
的

だ
っ
た
。 

北
里
柴
三
郎 

き
た
ざ
と
・
し
ば
さ
ぶ
ろ
う
／
１
８
５
２
〜
１
９
３
２
。
肥

後
国
（
熊
本
県
）
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
内
務
省
衛
生
局
に
入

っ
た
。
一
八
八
五
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
師
事
し
八
九

年
破
傷
風
菌
の
培
養
に
成
功
し
血
清
療
法
を
編
み
出
し
た
。九
二
年
帰
国
し
、

九
四
年
香
港
に
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
と
き
現 

地
に
赴
き
ペ
ス
ト
菌
を
発
見

し
た
。
北
里
研
究
所
は
こ
れ
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
コ
ッ
ホ
研
究
所
、
フ
ラ
ン
ス

の
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
と
並
ぶ
近
代
医
学
の
三
大
研
究
所
に
数
え
ら
れ
る
に

い
た
っ
た
。
一
九
一
六
年
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
長
の
の
ち
勅
選
議
員
と
な

り
、
二
三
年
日
本
医
師
会
会
長
と
な
っ
た
。 

長
与
専
斎 

な
が
よ
・
せ
ん
さ
い
／
１
８
３
８
〜
１
９
０
２
。
肥
前
（
長
崎

県
）
大
村
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
、
一
八
五
四
年
一
大
阪
に
出
て
適
適
斎
塾
に

入
っ
た
。
杉
亨
二
の
後
輩
に
当
た
る
が
、
杉
が
統
計
の
道
を
志
し
た
の
に
対

し
、
長
与
は
医
学
に
専
心
し
一
八
六
八
年
（
明
治
二
）
長
崎
医
学
校
校
長
と

な
っ
た
。
福
沢
諭
吉
と
は
大
阪
の
適
適
斎
塾
で
同
期
だ
っ
た
。
の
ち
明
治
政

府
の
内
務
省
衛
生
局
長
を
十
九
年
間
務
め
、
コ
レ
ラ
な
ど
伝
染
病
の
防
疫
と

治
療
に
尽
力
し
た
。 

北
里
研
究
所 

福
沢
と
森
村
は
上
下
六
室
の
研
究
所
（
建
坪
十
余
坪
、
二
階

建
て
）
と
四
十
坪
の
住
ま
い
を
建
て
て
北
里
に
無
償
で
提
供
し
た
。
土
筆
岡

養
生
院
は
開
所
時
、
病
室
六
十
を
備
え
、
の
ち
増
築
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一

四
年
東
京
帝
国
大
学
の
付
属
機
関
と
な
っ
た
。 

森
村
学
園 

当
初
は
森
村
組
が
東
京
・
高
輪
に
保
有
し
た
一
千
五
百
坪
の
敷

地
に
校
舎
が
あ
っ
た
。
現
在
は
神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
長
津
田
町
深
田
二
六

九
五
に
あ
り
、
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
等
部
、
高
等
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。 

森
村
市
太
郎
へ
の
評 

大
隈
重
信
は
「
森
村
氏
と
は
四
十
年
来
の
友
人
で
あ

る
が
、
実
に
立
派
な
紳
士
で
あ
る
。（
中
略
）
極
め
て
平
民
的
な
人
で
、
身
を

奉
ず
る
こ
と
厚
く
、
品
行
方
正
、
人
格
高
尚
、
待
合
遊
び
な
ど
は
大
嫌
い
で

あ
る
。
当
今
の
実
業
家
に
は
珍
し
い
立
派
な
人
で
あ
る
」
と
評
し
た
。（『
実

業
之
日
本
』
一
九
〇
七
） 
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森
村
商
事 

当
初
は
森
村
組
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
「
モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
注
文
に
応
じ
て
、
日
本
か
ら
陶
器
な
ど
を
輸
出
す

る
部
門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。 

日
本
自
動
車
倶
楽
部 

六
代
目
が
健
在
だ
っ
た
一
九
一
〇
年
十
二
月
二
十
日
、

開
作
が
大
倉
喜
七
郎
ら
と
と
も
に
東
京
、
横
浜
在
住
の
自
動
車
保
有
者
に
呼

び
か
け
て
設
立
し
た
。
会
員
に
は
自
動
車
を
保
有
し
な
い
者
も
参
加
し
、
自

動
車
の
た
め
の
法
律
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
道
路
を
公
共
財
と
し
て
位
置

づ
け
る
啓
蒙
活
動
の
推
進
を
謳
っ
て
い
た
。
会
長
に
は
大
隈
重
信
が
選
任
さ

れ
た
。 

森
村
開
作
と
ゴ
ル
フ 

開
作
は
帰
国
後
、
実
業
界
に
ゴ
ル
フ
を
普
及
さ
せ
る

べ
く
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）、
横
浜
市
に
本
格
的
な
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ

た
。
現
在
の
程
ヶ
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
二
四
年
日
本
ゴ
ル
フ
協

会
の
発
足
と
と
も
に
会
長
に
就
任
し
た
。 

加
藤
理
三
郎 

か
と
う
・
り
さ
ぶ
ろ
う
：
の
ち
森
村
商
事
の
専
務
と
な
っ
て

七
代
目
市
左
衛
門
を
支
え
た
。 
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